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廃棄物処理先進事例調査

平成30年10月19日（金）14：00より本会再生処分部会の先進事例調査として岐阜県可児

郡御嵩町にあるカーボンファイバーリサイクル工業株式会社を訪問し、同社による炭素繊

維複合材料のリサイクル技術（エネルギー自立型二段階熱分解法）について説明を受けま

した。

第27回 カーボンファイバーリサイクル工業株式会社

■概 要

商 号 カーボンファイバーリサイクル工業株式会社

設 立 2008年４月１日（2006年創業）

事 業 内 容 ① 炭素繊維複合材料（CFRP⇒後述）の再生加工

② ①に関する装置の設計・製作・販売・メンテナンス

③ 非鉄金属・特殊金属等の再生加工

④ 塗装治具の剥離再生処理

⑤ 各種工業炉の設計・製作・販売・メンテナンス

⑥ ①～⑤に附帯又は関連する一切の事業

⑦ 使用済み活性炭の再生加工

代 表 者 代表取締役 板津 秀人

資 本 金 64,000,000円

売 上 高 287,840,000円（2017年／３月期）

従 業 員 数 14名

本社所在地 岐阜県可児郡御嵩町御嵩2193－102
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■沿 革

2008年

４月 会社設立

炭素繊維廃材からの炭素繊維再生事業に着手（自動車天井材向け）

「炭素繊維の再生処理装置」、「炭素繊維の再生処理方法」に関する特許出願

2010年

10月 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）から岐阜大学と共同で「リサイ

クル炭素繊維の低コスト省エネ再生技術」テーマで研究開発受諾（2010年～2012年）

12月 経済産業省「戦略的基盤技術高度化支援事業」の一つとして岐阜県産業技術センター、株式

会社オーツカとともに「再生炭素繊維不織布の開発」テーマ採択

2011年

１月 活性炭素委託加工事業開始

８月 「炭素繊維の再生処理装置及び再生処理方法」に関する特許出願

2014年

９月 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）から岐阜大学と共同で「リサイクル炭素

繊維の省エネルギー連続回収プロセスの開発」テー

マで研究開発受諾（2014年～2016年）

2015年

11月 岐阜県可児郡御嵩町に生産・研究拠点を移転集約
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■CFRPとは？

CarbonFiberReinforcedPlasticの略で、炭素繊維とプラスチックにより組成される複合材料を

いう。繊維強化プラスチック（いわゆるFRP）の一種で、高強度、高疲労寿命、高弾力性率である一

方、軽量という特性を有すため、今日では、鉄やアルミニウムに代わって航空機やロケットの機体、

自動車部品、建築構造物等からスポーツ用具等まで広範に利用され、その需要は近年、増加傾向（年

間成長率20％）にある。

炭素繊維の需要動向
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わが国は世界の炭素繊維の約70％を生産しており、これが廃棄物となった場合のリサイクル技術が

急務とされているが、その解体処理又は分解加工が困難で高コストになり、また安全性の面にも問題

があるため、リサイクル（マテリアルリサイクル）に適さず、その多くが焼却（サーマルリサイクル

を含むが、焼却後は粉砕が不可能であり、処理が困難となる）や埋立処分の対象となってきた経緯が

ある。現状、実用化に至ったリサイクル技術はない。

■省エネルギー熱分解法の技術背景

CFRP廃材のリサイクル技術については、CFRP廃材からマトリックス樹脂を分離し、炭素繊維を

回収する熱分解法が主流であり、イギリスやドイツでも試験が行われている。熱分解法以外にも化学

溶解法や超臨界流体法による分解が検討されているが、分解できる樹脂の制限や高圧などの処理条件

の制限があり、高コストとなってしまうデメリットがある。

これまで国内で検討されてきた方法は、回収・選別したコンポジット、プリプレグ、繊維・織物く

ずを切断、破砕、熱分解して短繊維やミルド（粉末状）繊維、CFRP粉砕品を回収しようとするもの

で、回収品の用途が限られていた。

これに対し、同社が岐阜大学（複合材料研究センター（GCC）、大学院工学研究科社会基盤工学専

攻、同環境エネルギーシステム専攻）とともに開発した省エネルギー熱分解法（エネルギー自立型二

段階熱分解法）は、伝統産業である和瓦（いぶし瓦）製造において用いられる焼成技術を応用するこ

とで素材が有するエネルギーを利用し、繊維状のままで、かつ炭素繊維の特性を維持したまま再生で

きるとするエネルギー自立型のリサイクル技術である。他の方法に比べて低コスト省エネルギーであ

り、回収炭素繊維の形態、品質が優れていることから、次のような多彩な製品展開が可能である。

●成形資材（射出成形、注型成形用資材等）

●炭素繊維紙・シート・マット類応用製品（導電シート、面状発熱体、電磁波遮蔽材、アンテナ、

音響部品等）

●機械部品（歯車、スピンドル、筐体、ロボットアーム、水車、風車等）

●スポーツ用品

●構造部材（自動車部材等）

CFRPマテリアルリサイクル事業化例

出典：エネルギー・資源 vol.37№5（2016）自動車リサイクルへの取組み（阿部友和 氏）
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省エネルギー熱分解法の技術背景 ～瓦焼き技術～

炭素繊維リサイクルの実施
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リサイクル技術 ～省エネ性

リサイクル技術のイメージ図

■エネルギー自立型二段階熱分解法

技術の概要

「エネルギー自立型二段階熱分解法」最大の技術的特徴は、元来CFRP廃材が有する樹脂成分を熱

分解（炭化）のための燃料とする自己再生型である点及び熱分解（炭化）と後処理（残留炭素の除去）

の二段階で処理を行うことにより炭素繊維の劣化を抑制できる点にある。低コスト、省エネルギー効

果も高い連続的炭素繊維回収システムである。
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※炭素繊維を繊維状のまま回収⇒炭素繊維の機能を活かせる⇒用途が広い

※CFRP廃材樹脂のエネルギーを利用⇒省エネルギー化

※１次加熱装置（炭化炉）による排熱の２次加熱装置（焼成炉）による加熱への利用⇒省エネルギー化

１次加熱

１次加熱装置（炭化炉）では、CFRP廃材の樹脂分をガス化し、これを燃料として省エネルギー化

を図っている。各炉１トン／日のCFRP廃材を処理できる炭化炉（バッチ式キルン炉）が９基あり、

全体で約2000トン／年という世界最大級の処理能力を有する。

リサイクル技術 ～１次加熱～

リサイクル技術 ～処理能力～
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２次加熱

２次加熱装置（焼成炉）では、CFRP廃材の１次加熱によりガス化できず残留した炭素分が低速で燃

焼される。これにより、品質を下げることなく、炭素繊維を繊維状のまま回収することができる。焼

成炉（連続式トンネルキルン炉）は、条件により残留炭素の除去率をコントロールすることができる。

リサイクル技術 ～2次加熱～

■まとめ

軽量であることから、鉄やアルミニウムに代わる「夢の材料」といわれて久しいCFRPですが、そ

の強度ゆえに廃材としての処理、とりわけリサイクルが困難とされ、その多くが埋立処分されている

という現実があります。

同社は、多年にわたる岐阜大学との共同研究・開発を通じ、CFRP廃材をリサイクルすることによ

り地球環境の改善に貢献し、次の世代に残していくという考えのもと、品質（Quality）、コスト（Cost）、

納期（Delivery）のQEDを着実に押さえ、その事業領域・規模を、再生繊維→中間材→成形品と段階的

に拡大されてきました。これらの「黒いダイヤモンド」が今後一層輝きを増すよう、期待しています。

最後に、訪問にあたり、大変お忙しい中、長時間にわたり誠

実にご対応、ご説明くださった研究開発部 主幹 広津 秀 様に

心からお礼申し上げます。

（文責）大林 正


